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いぎ、学術情報のかだちは

急速に多様化してい武す

今後は視聴覚資料と

ディジタル情報が

大きな比重を

占めることになるでしょう

刻々に変化する教育・研究1

対応して

利用者に役立つ学術情報の

提供を目指しぎす
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特集学術伽懐のかたちと利加

^

^

ノ/ξβず,リn料をり,心に

Reh宮ion lndeXという DB

私が自分の研究のために利用し、また大学院

生に指導している商業データベースによる文献

検索を紹介いたします。ここで取り上げようと

しているのは、一次資料ではなく、二次資料、

すなわち、あることがらについての研究書ある

いは研究論文についての検索です。

私が利用している神学・宗教研究関係のデー

タベース(DB)は、アメリカ神学図書協会(A

merican The010gicalLibrary Association)イ乍成の

Re1喰ion lndeXというD Bです。このDBは商業

DBのDIALOGに含まれていますので、同志社大

学の学術情報センターからも検索することがで

きますが、私はパソコン通信のNIFTYserveの

海外データベース検索サーピス、1NFOCUEを利

用しています。 1NFOCUEを通じて、欧米のあら

ゆる分野にわたる約850のDBにアクセスできま

す。もちろん、 Re1喰ionlndeXもこれに含まれて

います。学情を利用する場合、開館時間が決っ

ており、そこまで出向かなけれぱならないとい

う面倒くささがありますが、1NFOCUEの場合は、

自宅や研究室のパソコンから午前7時から午前

2時まで、いつでも利用できるという利点があ

ります UNFOCUEについては NIFTYserveで

使える海外データベース・1NFOCU圧マニユアル

ニフティ株式会社を参照)。

Re1唱ionlndeXには、欧米言語によって発行さ

れている約500の宗教・神学関係の雑誌(ほぼ完

壁に網羅されている)に掲載された論文と書評、

欧米語で出版された単行本が含まれています。

博士論文に関しては別のDBとなりますが、こ

れもINFOCUEからアクセスできます。 Re1喰ion

IndeXは1949年以降のものをカバーしていますの

で、神学・宗教研究関係の二次資料については、

ほぽ完壁に検索することが可能です。

NIFTY・serveを利用した資料検索

同志社大学の学情の図書検索システムは単行

本の書名のなかに含まれている言葉による検索

しかできませんが、 Re1喰ionlndeXは内容に関す

るキーワードで検索できます。もちろん、著者

によっても検索できます。さらに便利なのは、

共著や論文集の場合、それぞれの著者や論文の

レベルにまで下がって分類されていますので検

索もれが最小限に押さえられています。本学の

学情の雑誌の検索にいたっては、雑誌名だけし

か検索できないのですから、これはDBとは言

えません。

森 孝

NIFTy、serveについて

パソコン通信のNIFTYserveは、パソコンと通

信モデム・通信ソフトがあれぱ簡単に利用できま

す。書店やハソコン・ショップで販売されている

NIFTYserveのアクセス・ガイドを購入する

と袋綴じの形でNIFTYの I Dナンバーが入ってお

り、ハソコンで通信ソフトを立ち上げ、 NIF・

TY・serveにアクセスし、画面の指示に従って入

会の手続きをすれぱ利用できます。

Re1唱ion lndeXで検索をする場合は、 NIFTY・

圏

Religion lndeXのCDROMを示す執筆者
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ServeのメニユーからINFOCUEを選択するだけで、

あとは画面の指示に従い、自分の利用したいD

BであるRe1喰ionlndeXに進みます。ただ、画面

の指示も、こちらからの指示の入力も英語で行

わねぱなりません。紙幅の都合で検索例は省略

しますが、先に紹介しました INFOCUEマニュ

アルにはいろいろな例が出ています

疾索のμ体例

例えぱ、 r南アフり力における宗教」について

の研究書と論文を検索する場合は、 SOUTH

AFRICA/AND REUGI0/で検索します。「/」

はAFRICANやREUGIOUSで出ているものも含め

るためです。そうすると3如件あることが分かり

ます。そして、最新もの10件を表示してきます。

この時点で、現在までの検索費用が9ドルであ

ると表示されます。次に、この後、どう進むか

を聞いてきます。さらに残りの330件のうち、量

近のものからさらに何件表示してほしいか、あ

るいは、すでに表示した最新の10件のうちのど

の本文を画面に表示してほしいのかなどです。

先に進むに従って料金が加算されて行きます。

私の場合は、文献の検索だけをINFOCUEで行い、

単行本の注文はいつも利用しているアメリカの

書店にファックスで発注し、論文の場合は、 1二刀

学中の卒業生にコピーを頼んでいます理由は

この方が安く済むからです。

最初は慣れませんし、進むに従って料金が加

算されるのは心臓によくありませんので、同じ

Re1喰ionlndeX の CDROM を利用する方がいい

でしょう。これは神学部研究室にありますた

だ、 CDROMだと最近1年間のものはカバーで

きませんので(毎年新しいCDROMが送られて

きます力り、 1年前までのものはCDROMでゆっ

くり検索し、最近のものはINFOCUEでオンライ

ン検索するのがいいでしょう。

「南アフり力と宗教」についての検索は、研

究論文や研究書だけでは不十分です。新聞記事

については、日本と諸外国の主要各紙のDBに

NIFTYserveからアクセスできます。この11月2

日から、海外で rNEVVSSOURCEUSA」として

提供されている「米国新聞雑誌記事情報」も

NIFTYserveから直接検索できるようになりまし

た。これはTimeやBusinessvveekなど米国の主

要雑誌と約60の米国内発行の新聞のDBです。

新聞に掲載されない南アフり力の情報を手に

入れるためには、私はNIFTYserveの rクリップ・

モード」を利用しています。これは一種の新聞

の切り抜きです。あらかじめ、「クリップ・モー

ドJ にキーワード(複数も可)を登録しておく

と、新聞記事になる前の、世界各国に駐在して

いる記者や特派員からの生の記事原稿のなかか

ら、登録したキーワードに関するものを選択し

てストックしておいてくれるという便利なもの

です。これを利用して感じることは、例えぱ南

アフり力については、記事原稿のうちの1割ほ

どしか実際には新聞の記事にはならないという

ことです。反対にいうと、この「クリップ・モー

ド」を利用すれぱ、ボツにされた記事原稿まで

目を配ることができるというわけです

おわりに

このように、神学・宗教研究関係の二次資料

については、自分のパソコンを通じて検索でき

ますので、大切な時間と費用をかけて外国に出

かけ、大学や研究施設の図書館に潜り込んで、

ほこりにまみれながら、単行本や雑誌をめくる

という必要はなくなりました。今までそれに当

てていた時間と費用を、自分の研究している事

柄に関係のある場所に身を置いてみて、肌で何

かを感じたり、研究者をはじめいろいろな人と

実際に出会って話しをするということに当てる

ことができるようになりました。

ただ残念なことは、 NIFTY・serveはINFOCUE

以外にも電子メイル、各種情報などのサービス

があるので、1NFOCUEや r米国新聞雑誌記事情

報」などの資料検索に使った費用だけの請求書

をだすことができないことです。そのため、大

学の個人研究費などを使えない不便さがありま

す。この件について、 NIFTYserveの改善を期待

するとともに、個人研究費の扱いについて大学

の改善を期待しています。

(もりこういち・神学部教授)
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特集夕術仍削のかたちと利加2
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研究指導における資料・文献りサーチの具体例^

ぱどめに

アメリカ研究科は1991年4月、アメリカ研究

に関するかぎり日本では初めての独立研究科と

して発足し、本年度は博士前期課程の第3年目

を迎えると同時に、後期課程も設置された。現

在博士前期課程には61名(各2名のアメリカ人、

中国人留学生を含む)、後期課程には13名(1名

の中国人留学生を含む)が在籍中である。 1年

2学期制で、講義はすべて半年で終了し、院生

1名に複数の教員が研究指導する体制をとって

おり、 1週最低90分のオフィス・アワ一を設け

ている。

これまで入学してきた院生の研究関心領域は

きわめて広範囲にわたっており、社会科学系の

関心を持つものも多い。そもそもアメリカ研究

が学際的な研究であることを想起すれぱ当然と

いえよう。そこで研究指導のあり方もいろいろ

工夫を重ねてきているが、これまでの2年間の

経験から、従来のように図書資料を中心とする

研究指導に加えて、非図書資料の活用をより積

極的に推進しつつぁる。以下に述べるような非

図書の利用の例以外にも、便利で研究の充実に

役にたつものも多いと思うが、本研究科におけ

る利用の一例として紹介したい。

いので、今年度はDOORSの簡単な講習会を開い

た。アメリカ研究所とアメリカ研究科か購入し

た図書資料のうちDOORSに入力されているのは

まだわずかであるが、逐次刊行物に関してはす

でに全学の分が入力済みであるので、いまや

DOORSを使いこなすことは必須である。現在学

内の図書資料のうち新分類の分が遡及入力中で

あるが、アメリカ研究所所蔵の資料について遡

及入力は全く行われていない状態なので、アメ

り力研究所の図書資料を十分活用するためには、

DOORSと力ードカタログの両方を検索しなけれ

ぱならないことを強調している。この実状をよ

く知らなかったために、膨大な貴重な資料を利

用していなかった例があったからである。

(2) NACSIS

本学以外の図書資料については、 NACSISの利

用をすすめている。 NACSISのなかでも、アメリ

力の議会図書館および日本の国立国会図書館の

書誌情報が包括的であり、文献目録の作成には

欠かせない。とくに本研究科の院生の関心は第

2次大戦以降、しかも、1960年代以降にある場

合が多いので、その意味でNACSISは非常に便利

である。問題はこれで探しだした文献の利用で

あるが、学内にない場合はこれもNACSISの国内

研究機関の所蔵情報によってその存在を確認し、

相互利用の手続きによって利用可能である。現

在アメリカ研究科におけるNACSISの利用は、本

学の学術情報センターの代行検索に頼っている。

(3)日経テレコン

日本の新聞記事情報については、本学学術情

報センターでの日経テレコンの利用をすすめて

いるが、これも本学の学術情報センターの代行

検索に頼っている。なお、外国のアメリカの新

聞を含めて、日経テレコンで検索利用できる新

聞記事情報は、後述のNIFTYserveからも利用可

能である。

細谷正宏

アメリカ研究科における研究折導資料・文献倹宗

「アメリカ研究の課題と方法」(1年次前期必

修科目)では、アメリカおよび日本におけるア

メリカ研究の発展と現状の概略を学ぶ一方、院

生は各自の研究テーマを設定するよう求められ

ている。そのさい「参考文献目録」が渡される

が、それとともに、次のような非図書資料、と

くにCDROM、パソコン通信によるデータベー

スなどが活用されている。

(1) DOORS

本研究科の院生は本学出身者だけとは限らな

ゆ 4 司



(4) CD・ROM

1) Humanities lndex, social sciences lndex

アメリカ研究禾斗ではHumanitieslndeXとSocial

ScienceslndeXのCDROMを定期購入している。

このCDROMの利用によって、短時間にしかも

網羅的に、自分の研究テーマに関する論文の検

索ができる。ちなみにCD・ROM1枚のHumanities

IndeXあるいはSocialscienceslndeXで現在まで

の約10年分の主要な学術雑誌の論文の検索がで

きる。検索スヒードが速く、操作のやり方を覚

えてしまえぱ、これほど便利なものはなく、院

生には大変好評である。もっともここで検索で

きるのは、論文の情報であって、論文そのもの

ではない。したかって論文が掲載されている雑

誌あるいは論文のコヒーを入手する必要がある。

現在の院生の不満は折角検索した論文の掲載さ

れている学術雑誌が学内1こない場合が多かった

り、あっても利用するのにさまざまな障害があっ

て、利用できない場合があることである。学内

の学術雑誌の充実と利用の拡大が望まれるとこ

ろである。

2) Newspaper Abstracts

アメリカ研究科ではNevv York Times, vva11

Streetdournal、 LOSAngelesTimeSなどアメリ

力の主要 9紙のabstractSとindeXを入力した

CD・ROMのNevvspaperAbstractSを定期購入して

いるメニユー画面の指示に従ってキーワード

などを入力すれぱ、これら新聞の記事検索をき

わめて迅速に行うことができる。ただし現在ア

メリカ研舞斗が持っているCD・ROMはVvashin8ton

Postは1989年から、 NewYorkTimeSは1987年か

ら、ほかは1985年以降に限られる。それ以前に

ついてはたとえぱNevvYorkTimeslndeXを使わ

ざるをえないが、残念ながら本学にはないので、

京都アメリカンセンターのものを利用すること

になる。これもやはり検索できるのは記事の見

出しや収録新聞と日付などであって、記事その

ものではないため、本文を入手する必要がある。

もっともアメリカの地方紙も含めて、1970年代

以降のものであれぱ、後述のNIFTYserve,

Lexis NexiSなどを通じて記事そのものを入手す

ることも可能である。簡単な操作で検索できる

ので、すべて院生自身が操作していて、ほぽ順

調に進んでいる。

(5)パソコン通信による資料・文献検索

1) NIFTYserve

これは電話回線を通じて日本内外の1000以上

のデータベースにアクセスできる。アメリカ研

究科では国内外の新聞記事情報、雑誌記事検索

などが主に利用されているなかでも"1NFOCUE'

が便利である。これには検索レベルが3段階あ

り、 1のレベルでは、大まかな検索分野、たと

えぱHistoryをメニユーから選択した後、検索す

るキーワードを入力すると、それに該当する情

報がいろいろなデータベースから網羅的に検索

でき、さらに詳細な情報を見たり、本文そのも

のが入力されている場合にはダウンロードする

ことも可能である。 1のレベルが便利であるが、

その分だけ課金が高くなる。しかし、それだけ

の情報を集めるための時間と労力を考えれぱ、

決して高いとはいえないと思うが、院生には負

担になる懸念がある。

2) Lexis/Nexis

本学の法学研究科などと共同で加入している

もので、 NIFTYserveでは利用できないNevvYork

Times (1980年以降)の記事なども検索できるが、

Lexjs NexiSの最大の強みはアメリカの最高裁の

判例をはじめ膨大かつ詳細な法律関係のデータ

ベースを網羅していることであろう。現在研究

科ではこのデータベースにアクセスするところ

までは行うが、実際の検索、ダウンロードなど

の操作は院生自身が行うため、院生自身が操作

アメリカ研究科生を研突指'する.

抄 5 司



の操作は院生自身が行うため、院生自身が操作

に習熟する必要がある。この段階までの院生へ

の課金はないが、プリントアウトした場合のみ

課金している。

以上は主に、「アメリカ研究の課題と方法」の

研究指導の一部としての例にすぎないが、ほか

の科目においても研究テーマの設定、文献目録

の作成、先行業績の検索、学内外の所蔵状況の

把握などに利用されている。

?儷の際瑚

上記のように、まだ初歩的な段階にしかない

利用の例を見てもわかるように、学内外の「非

図書資料」の利用はいままでの「手作業」によ

る文献検索などに比べ、はるかに効率的である。

したがって、今後ともますます利用の促進をは

かることは、院生の研究指導の充実のためにも

緊急、かつ必要であるが、そのための課題をいく

つか思いつくまま述べてみることにする

体制の充実が望まれる。

◆レファレンス・ライブラリアンのように、非

図書について精通した代行検索者の確保が急務

である。

◆非図書のなかには教育上効果的なビデオやス

ライドなどもあるので、この種の資料について

もデータベース化と利用促進のための条件整備

が望まれる。

◆アメリカ研究,斤が加入しているICPSR (1nterc01・

Ie旦iate consortium for political and social

Research)を通じて収集している磁気テープに

入力されたデータの有効利用も急務であるが、

これについても利用促進のための支援体制が必

須である。

◆学内のデータベースの充実、とくに歴史研究

に欠かせない本学のr旧分類」をも含めた全学の

図書資料の速やかなデータベース化か望まれる

◆必ずしも非図書資料に限らないが、 DOORSで

所蔵状況が明らかになった資料は、少なくとも

本学の大学院生以上の研究者には学部、研究科、

田辺校舎などの別なく、有効に利用できるよう

にすべきである。

◆全学の図書資料Φ0ORSで検索可能なもの)

について一定の貸出期間が経過したら返却を求

めるりコール制の導入により利用の効率化を計

るべきである。

◆アメリカ研究科の必修科目である「フィール

ドワーク」で在米中の院生との海外通信を可能

にするため、 Email、 Bitnetなどを簡単に使える

ようにするためのハード(機器の拡充、設置場

所の確保など)とソフト(利用費用の補助など)

の両面にわたる条件の整備が望まれる。

◆データベースに関する情報(特徴、アクセス

の仕方、費用、 1nternetなど)、それぞれのデータ

ベースに特有の検索の仕方、効率的な検索用語

の入力の仕方などに関する情報提供およぴ支援

おわりに

私がかつてアメリカ留学中、指導教授の一人

が「大学院生にとって必要な資料が本大学にな

いのは恥である。資料が利用できないという理

由で、君の研究が進まないという情況は許され

ないことだ」と述べたことがある。この教授の

研究に対する熱意と厳格さはいまでも強く印象

に残っている。いつか私も、かつての指導教授

のように述べる日がくることを願っている。

(ほそやまさひろ・アメリカ研究科教授)

ト 6 司



特集 7術偕懐のかたちと利ノ加

^

データベース^

ノ/リ矧'リ17,チをり,心に

コンピユータ技術の発達により、今やどんな

情報もいながらにして入手できるようになりま

した。特にデータベース分野の充実はすぱらし

く、学術情報センターでもこれらを積極的に取

り入れ、提供を図つています。データベースは

大きくオンライン(外部商用データベース等)

とオフライン(CD・ROM等)に分けることがで

きますが、今回は本センターが現在提供してい

るオンライン外部データベースについて具体的

に紹介します。オフラインのCDROMについて

は本誌のNO.4で詳しく紹介していますのでこ

下さい。

情報の海へ

DIAιOG

DIALOGはアメリカのダイアログ社が提供する

英文の情報検索システム(データベース)です。

これには400以上のファイルがあり、 3億3千万

以上のレコードが収められています。あらゆる

分野を網羅しており、内容は書誌情報(図書や

雑誌記事に関する情報)、新聞や雑誌の記事(全

文)、各種便覧類、数値情報(統計、財務、物性

等)、特許盾報など多岐にわたっています。

実際の検索例を見てみましょう。下記は rア

メリカの森林破壊」に関する文献を生物科学の

文献ファイル"BIOSISPREV旧VVS"で調べた例

です。前半は、ダイアログ社に接続され、具体

的な検索が始まるまでのステップを示していま

す。後半は実例です。まず当該ファイルを選択

し、「森林」「破壊」「アメリカ」などの言葉を入

力します。その結果該当する文献が飴あり、最

初の情報を表示しました。最後の部分は、検索

終了後の表示で、検索料金等が示されています。

DIALOGには単に情報を検索する以外に様々な

機能があります。例えぱ、どのファイルを検索

したら良いか分からない時、適切なファイルを

**案*****

Welcome to DIALOC

DialoE leve1 31.10

^

^

Last l0三off
Logon file405
SYSTEH:HOHE

Henu sys[em 11

DIALOG検索例

En〔er 己n optio" nU皿ber and
item 11Sted below; enter a

d己L己base

04noV93 01:59:32

04n0ν93 02:01:04

0 I A

D2 VeTsion

**卓

Announcements (new databases, price c
DIALOC "OHEBASE Fe己tⅡres

DIALOG Free Fije of the Honth

DIALOC D己tab己Se lnformaTion and Rate$
Database selection (DIALINDEX/onesear
DIALOG comm己nd Descriptions
DIALOC Training scheduleS 己nd seminar
DIALoc services

1.6.5 ter田=ASC11

DIALOC HOHEBASE

9

10

Press ENIE霊 to
BECIN command

? B 5

Enter a力

/H .Help

Begin DIALOC Henus (SH)
Be8in D!ALOC Business connectlon (R)

File

H a j o

Optjon number
/L

5:BIOSIS PREVIEWS

(C) 1993 BIOSIS

? SS FOREST

SI

S2

S3

S4

S5

? T S5/3/1

Se T

VJ

to

Ite■S

'ND ΦESTROY? OR DIS則PT?) AND USA
52359 FOREST

】3938 DESTROY?

28923 DISRUPT?

223076 USA

63 FOREST AND (DESTROY? OR DISRUP

Or a Be8in c0■mand an
.Loaoff /NOHENU

5/3/1
BIOSIS Number:9606185510461855

ACCELERATINC FOREST SUCCESSION IN A FRACHENTED

BIRDS AND PE兪CHES

HCCLANAHAN T R; WOLFE R W

WILDLIFE CONSERVATION INTERNATIONAL, CORAL REE
P.0. BO× 99470, HOHBAS', XENYA
CONSERV BIOL 7 (2).1993 CODEN: C279-288

FU11 Journal Tille: conserva[10n Bi010Ey
L己ogua三e: ENCLISH
? LOCOFF

Description

69-93/DEC BA9611:BARRH

04noV93 02:03

$3.17

$0.90

$0.90 1

$4.07 Esti皿aTed

$4.07 Estimated
$4.57 ES【i皿ated

■ 7 司

10 user371884 Session A42.2

0.033 Hrs File5

I Type(S) Format 31Π

Types
Fije5Cost

this searchCost

total 0.066Sessjon cost
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3
4
5
6
7
8



DIALOGのファイル(伊D

内容ファイル名

ニユース

REUTERS

PAPERS

企業・ビジネス
D&BINTERNATIONAL 世界開ケ国以上約170万社の会社情報
DUNS MARKET DENTFERS

AB11NFORM

人文・社会
ERIC

SOCIAL SCISEARCH

PsyclNFO

ロイター社の提供するニユース

米国39紙の.全文

DISSERTATION AB

STRACTS ONLINE

科学・技術
CA SEARCH

NTIS

ビジネス・経営管理(文献情報)

教育学全般(文献情報)

社会・行動関連科学(文献情報)

心理学と心理学関連の行動科学、
社会科学(文献情報)

米国・英国・カナダの学位論文

COMPENDEX PLUS

INSPEC

MATHSCI

BIOSIS PREVIEVVS

SCISEARCH

MEDUNE

ファイル名

学位論文索引

NACSIS・恨のファイル(伊D

化学全般(文献情報)

米国政府後援の科学・
技術研究レボート

工学、技術全般(文献情報)

物理学、電気・電子工学(文献情報)

数学・統計学(文献情報)

生物科学(文献情報)

自然科学全般(文献情報)

医学・薬学(文献情報)

経済学文献索引

示してくれる"DIALINDEX"、検索した文献の複

写をオンラインで注文できる"DIALORDER"と

いった機能です

維新資料綱要

我が国の大学で授与された博士学位論文

の索引情報

木簡データベース

内

我が国の経済学分野の学術文献の索引情報

研究者ディレクドノ

NACSIS、1究

国の大学共同利用機関である学術情報センター

が提供するデータベースです。現在39のファイ

ルがあり、約3000万以上の学術情報がオンライ

ンで提供されています。各種の学会発表データ

ベースや雑誌記事索引、現行法令等多様な内容

となっています。また、目録所在情報データベー

スは、我が国の大学図書館等に所蔵される図書・

雑誌の総合目録で、文献の探索や相互利用にとっ

て大変便利なものです

「維新資料綱要」(全10巻)の全文および

「大日本維新資料」の索引情報

0、

データベース・

デイレクトリ

我が国で発掘された木簡の釈文および報

告書の索引情報

大学等の研究者の研究課題・発表論文等

の情報

古書(写本、版本)の目録です。「国文学論文目

録」(θ召和56年~平成2年分約9万件)は、雑誌、

紀要、論文集等に掲載された論文の目録データ

を累積したものです。

大学等で作成、検索サービスされている
データベースのディレクトリ

ガ絲ニューステレコン

日本経済新聞社が提供する新聞記事を中心と

したデータベースです。全国紙を始め、一部の

地方紙、英文紙等が収録されています。詳細は

本誌NO.2をご覧ください

川又'ツを何f究n"財データベース

国の大学共同利用機関である国文学研究資料

館が提供しているデータベースで、 3種類のファ

イルがあります。「マイクロ資料目録」絲勺13万

件)は資料館がマイクロフィルムに撮影し収集

した全国の大学、図書館、文庫が所蔵している

写本、版本の目録データを累積したものです。「和

古書目録」絲勺6400件)は、資料館が所蔵する和

以上力荘見在提供しているデータベースです。

内容、利用方法、料金等それぞれ異なります。

詳しいことは遠慮なく係員にお尋ねください。

学術情報の世界でデータベースは限りない可

能性を秘めています。情報の海とも言えるデー

タベースを大いに活用していただくことを願つ

ています。

利用料金

接続料・出力料実費
*ファイルによつて異なる

回線料 1分80円

接続料 1分50円

出力料 1 件13円

目録データベースは無料

国文学研究資料館 TSSジョブ 1分1円
CPU使用 1秒6円

検索料 1 回如円

日経ニユーステレコン検索料 1分40円

*ただし5分までは無料

上記すべてプリント代は1枚10円

DIALOG

NACSIS-1R

-8 司



学術督料の利削 2

r

みなさんはレポート・論文を作成する際など、いざ関係資料を集めねぱな

らなくなった場合、どのようにして資料を収集していますか?日頃カウンター

で質問を受け付けていますと、たまたま見つけた文献の注などから、芋づる

式に収集している人や、開架閲覧室で適当に見つけた図書を利用するだけで

満足している人をよく見かけます。もちろん、この方法がまったく誤りであ

るとはいえませんが、今回とりあげた二次資料というものを利用すれぱ、ほ

んの少しの努力で求める文献を探索することが容易にできるのです。みなさ

んも一度試してみてください。

二次資料の活用

:次督料を利ノガιよう

・二次資料つてどんなもの?

^.^.^.^.^.^●^.^.^.^.^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^●^.^●^.^.^■^.^.^●^■^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^.^'^.^.^

具体的な話にはいる前に、前回の連載記事「ー

次資料と二次資料」から、二次資料とはどういっ

たものを指すのか、もう一度復習しておきましょ

つ。

二次資料とは、

■ 9 司

一次資料、への案内・手引きとなる目録、書

誌、抄録、索引、図書解題などの類。大別し

て図書目録、雑誌目録、文献目録などの書誌

と雑誌や技術レポートなどを対象とした抄録・

索引誌などがある。

(最新図書館学事典草野正名編より)

*注:図書や雑誌の記事を指します

雑誌記事索リ1 <人文・社会編>を利削してみよう

・索引誌雑誌記事索引の概要

二次資料のなかでも、雑誌に掲載された論文

や記事を検索するために、その論題・著者・掲

載雑誌名・巻号・発行年等を、主題別に配列し

て編集発行されるものを索引誌とよびます。こ

こであげる雑誌記事索引は、国立国会図書

館に納本された学術雑誌や研究紀要の記事を対

象とし、独自の分類によって配列収録した季刊

の索引誌で、<人文・社会編>の他にく科学技

術編>が編集されています。その上、 5年単位

で分野別に累積索引版も発行されており、これ

を利用すれぱ、1948年まで遡って文献を調査す

ることが可能です。(請求記号P027 Z3 今出

川:書誌コーナー田辺:参考図書雑誌室)

なかでも、累積索引版は分野別(政治・行政、

法律、経済、社会・労働、哲学・宗教、歴史・

地理、教育・スボーツなど)に再編集され、各

編に索引があるほか、全巻を通しての総合索

引・著者名編総合索引・件名編も用意され

ており、たいへん便利なものになつています。

をいうのでしたね。

ではもう少し具体的に、二次資料の中身と利

用法について、みていくことにしましょう。材

料として、学術雑誌の論文を探索する際の有用

な二次資料であり、もっともボピュラーな索引

誌といえる国立国会図書館編集の雑誌記事索

引を例に挙げて紹介してみます。せめて、こ

の二次資料を知っているだけでも、みなさんの

勉学生活がどれだけ彩りのあるものになるか、

想像に難くありません。

・もし、大学問題について、自分でテーマを設

定してレポートを作成せよといわれたら

それでは、「大学問題」についてレボートを作

成するという仮定で、実際に雑誌記事索引

累積索引版をつかって関連する文献を調べてみ

ましょう。

(
ご



まず、雑誌記事索引の累積索引版をひくと

きは総合索引・件名編がありますので、そ

のなかの事項索引で「大学」の項をひいてみま

す。図1 は、 r大学」の項には、大学に関する文

献がどのような事項に分けられているのかを示

すために、該当頁を転載したものです。

さてここで問題を絞り、「大学改革」について

書こうときめれぱ、指定の頁(教591=累積索引

版教育・スボーツ編の591頁)をみて、掲載さ

れている論文を自ら選択し、りストアップして

いけぱよいわけです。

図2は「大学改革」に分類される雑誌記事の

掲載頁ですが、論文名・著者・掲載雑誌名・掲

載巻次・発行年・掲載頁が挙げられています。

このように、いったん雑誌に掲載された論文を、

利用しやすいように加工し、主題や分類の体系

に沿って整理したうぇ、索引も付加するこうし

た二次資料を、みなさんが文献探索に利用しな

い手はありません。

【雑誌記事索引累積索引版は、現在1984年ま

でを対象に編集されたもので発行がとまってお

り、 1985年から1989年までを対象とするシリー

ズが現在編集中です。そのため最近発表された

文献を探索するには、同じ雑誌記事索引の

季刊版で調べていくしかありません。ところが

季刊版には上に挙げたような事項索引はありま

せんので、目次の主題分類表をみて、該当する

と思われる分野を通覧して探索するようにして

ください。】図1 雑誌記事索引人文・社会

「総合索引・件名一」

これをみても明かですが、大学に関わる問題

ひとつをとっても、大学運営や管理、改革や開

放、大学行財政など様々な視点が存在すること

がわかります。ですからもし、自分の調べたい

テーマがおぽろげで、対象を絞り込むのに困っ

ていても、この索引をみることで、潜在的な興

味や関心が喚起され、ヒントを与えられること

がよくあります。

累積索引版椙器の

●大学改革

「教育大臨調」下の大学再編 r多様化」で何かねらわれているか(疑問だらけの教育「大改革」
<特集>)(浜林正夫):文化評論 275 〔'84.2〕 P.67~フフ
大学・一九八0年自己改革は進んでいるか(教育論潮)(黒羽亮一):季刊教育法 37 〔'80.10〕
P.80~85
大学改革と成人教育の問題マックス・シエーラーの構想を中心に(斎藤昭):皇学館大学紀要
19 〔'81.1〕 P317~349
大学改革の前提条件(青井和夫):厚生補導 169 〔'80.刀 P6~16
大学の制度改革を考える<大学問題シンポジウム>:日本の科学者 16 (1)〔'81.1〕 P.41~48
学部新設の構想について(大谷明夫) P.41~42
島根大学文理学部改組の経過と問題点(杉元邦太良の P.42~44
金沢大学法文学部の改組問題(橋本哲哉) P.44~45
神戸大学大学院文化学研究科(博士課程)の創設(長谷川善計) P.45~47
討論 P.47~48

・二次資料の効用

いま見たように、特定のテーマに関してどの

ような研究資料があるのか、その必要な文献や

情報を、的確に網羅的に、しかも迅速に見つけ

出すには二次資料がたいへん効力を発揮します。

また繰り返しますが、執筆する内容が、頭の中

でまだ明確な輪郭を現わさず困っているような

場合でも、掲載された情報(索引項目や論文名

図2 雑誌記事索引人文・社会 累索引版謁器の「教育・スポーツ編」 P.591
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r教育大藍謀」下の大学再胡・・ι多槻化」で何がねらわれてぃるか(擬間だらけの教

脊r大改革バ抽集>)^図2の最初の文献
誤林正夫

又化評玲
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00021318 Cnc:Z23-20
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ト 1司

媒体によって利用方法が異なる

ので、それぞれの特性を活かし

た使い方が求められてくるので

すが、次に非印刷メディアによ

る二次資料の特徴をかいつまん

でみておきましょう。

図3 オンラインデーターベース雑誌記事索引検索例

350YEH

507ΥEH

857YEH

等)によって、自分の中にあった潜在的なテー

マにかたちがあたえられ、顕在化してくること

さえあるのです。

雑誌記事索引を一例に挙げたような二次

資料は、各専門分野ごと・テーマごとに多種多

様な資料が存在します。そのため、みなさんに

は、最低自分の専攻分野にどぅいった二次資料

があるのか、精通しておくことを勧めます。

ーーーー^利用料金

オンライン倹宗ができる

催"詔出宗W

今回例に挙げている雑誌記

事索引は、現在ではコンピユー

タでオンライン検索ができるよ

うになっています。

つまり、みなさんがDOORSで

図書・逐刊を検索するのと同じ

感覚で、雑誌記事を検索できる

データベースができあがり、図

書館で導入している学術情報セ

ンターのNACSISIRでサービスが

開始されました。さきに調査し

た主題を、'大学'、'改革'という

キーワード及び1984年に発行の

ものという条件を組合せ、検索

してみた結果が図3です。

・非印刷メディアの二次文献

さて、従来こうした文献目録などの二次資料

は、印刷冊子形態のものがほとんどでした。と

ころが近年は機械化がすすんで、二次資料の情

報そのものがコンピユータに入力され、情報検

索のためのデータベースとして作成されるよう

になりました。オンラインデータベースやCDROM

といった非印刷メディアの形態をもつ資料がそ

れです。

同じ情報を収録したものでも、情報をいれる

・オンライン情報検索の特徴

現在のところ、こうしたオンライン情報検索

は、●通信回線を経由するため接続料やデータ

ベース使用料を負担しなけれぱならない。@利

用時間がサービス機関の稼働時間帯1こ制限され

る、@作成が開始されてから日が浅いため、蓄

積されているデータの遡及年数が限られている

(雑誌記事索引の場合は1984年以降のデータ

しか入力されていない)、といったいくつかの問

題点を抱えています。

しかし、オンラインデータベースで検索した

場合は、]多くの観点から情報を捜し出せるよ

う、多彩なアクセスボイントが用意されている

ので、これらを組合せて複雑な概念を含む主題

検索が可能である、 2検索は瞬時の処理速度で

行なえる、 3データが常に更新されているので

最新の情報を調査できる、といった大きな利点

があります。今後の整備発展によって問題点も

解消され、情報検索の主流として、ますます有



図4 各形の利用特性

印刷冊子で検索

オンラインデータ
ベース検索

一覧性がある
利用時間の制限がない

通信料金を要しない

過去のデータ蓄積量が多い

CDROM検索

利

①多様な検索ができる
②検索スピードが速い

③是新データを見られる

用なものになつていくであろうことは疑いあり

ません。

ただ、検索語にするキーワードに、どれだけ

適切な言葉を選ぶかによって、検索結果が左右

され、キーワードの選択が甘いと検索もれが生

じがちです。利用者は主題事項の熟知と利用す

るデータベースのキーワード構成の習熟なども

要求されることになってくるので、そのことを

記憶に留めておいてください(簡単な例でいえ

ぱ、関西新空港の開港が、どれだけ景気や産業

に影響するかを分析した論文を探したくとも、

'経済効果'等の術語が想起できないとうまく検索

できません。冊子を利用した場合なら、通覧し

ていく過程で見つけ出すことができるはずです。)

点

多様な検索ができる

検索スヒードが速い

利用時間の制限がない
通信料金を要しない

●タイムラグが大きい
@検索のためのアクセス・ボイントが少ない

問

●過去のデータ蓄積量が少ない
@利用時間が制限される

@通信料金を要する

題 点

0 タイムラグが大きい
@過去のデータ蓄積量が少ない

ピードも瞬時です。その上、ディスクをパソコ

ンのドライブによませて検索するので、通信料

金が不要で利用時間も制限されることはありま

せん。ですから、みなさんも試しにどしどし利

用してみてください。これからは非印刷メディ

アの資料を利用する機会が増えていきますので、

きっとよい勉強になるでしょう。そうして印刷

冊子を利用した場合と比較して、それぞれのも

つ特性を感じとってください。

CD.究OMの禅人

さて、さきに挙げたオンラインデータベース

の●費用負担、@利用時間の制限という問題を

解決するため、データベースをオンラインでは

なく、ディスクにおさめて利用しようというの

がCDROM検索です。

残念ながら雑誌記事索引のCDROMはま

だ作成されていませんが、このセンター報の4

号でお知らせしたように、図書館では英文雑誌

文献や半晒1要旨などの二次資料を検索するCDROM

を購入し、みなさんの利用に供しています。

CDROMはデータが数力月や1年単位で更新

されるために、タイム・ラグの問題はあります

が、オンラインデータベースと同じように、冊

子に比べてはるかに多様な検索ができ、処理ス

まとめ

ここまで、二次文献の利用として、その代表

的な資料といえる雑誌記事索引をつかった

文献探索を例に、情報をおさめた媒体の流れ(冊

子ーオンラインデータベース・CD・ROM)にそっ

て説明してみました。それぞれに利点・欠点が

あるので、みなさんはテーマや状況に応じて、

それぞれの持つ機能を相互補完的に使い分けて

利用するのが賢明です。かなり複雑で学際的な

テーマなら、検索式を組み合わせてオンライン

検索するのが有効でしょうし、比較的単純なテー

マや自分の中でテーマがかたまっていない場合

などは、一覧性が高くブラウジング効果のある

印刷冊子体を利用するなどです。

これらの利用についての相談は、レファレン

スカウンターで受け付けていますので、気軽に

質問してください。みなさんが上手に図書館の

資料を利用できるよう、願っています。

■ 12司
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今次期計算機シスデムについて4

計算機システムを利用した情報処理教育と研情報処理教室

究は今後も増加する傾向にあり、本学の情報処 現在TSS教室では、プログラミング言語・ CAI

理環境も今後の利用増に、可能な限り対応するやワープロ・表計算ソフト等を使用した授業な

必要があります。 どでパソコン機能のみを利用する場合でも、利

TSS教室を利用した授業も増加していますが、用者確認や課題や答案の転送などは大型計算機

1994年度には田辺校地に工学部が統合され、計を介して行っています。そこで、大型計算機の

算機の利用状況も大きく変わることが予想され負荷を軽減するためにも、教室内ネットワーク

ます。また同年度は、大型計算機システムの更を構築して、これらの処理を教室内のサーバと

新の年に当たります。 呼ぱれるものを使って分散化します。

学術情報センターではこれを機に、設備・機 対象となる教室とパソコンの台数は、今出川

器やシステム等の、情報処理環境の改善につい校地はTSSI・2・3教室に約120台、田辺校地

て検討を進めてきましたが、次の基本方針のもは、新たに建設される新教室棟(恵道館)1階

とに次期計算機システムの更新を1994年度に行の、それぞれが分割して2教室としても使用可

うことになりました。 能な3つの情報処理教室に、現TSS教室を拡大移

◎機器・設備の整備、利用手続き等の見直し設する形で約300台が設置されます。

を行い、情報処理施設の利用を促進する また、上記の教室には、 DOS VとMSVVIN

◎情報処理教室をはじめとした分散処理環境 DOWSという基本システムを採用したパソコン

について整備する。 を導入し、多様なソフトウエアの利用が可能と

◎ここ数年の大型計算機の利用率は、依然となります。これまで通りの大型計算機利用がで

して高い状態にあるので機能を強化する きることはもちろんです

◎今後予想される学内ネットワーク構築に対

応可能なものとする。

◎現在、大型計算機で稼働中の各種システム

の資産を継承する。

以下は、次期システムの設備・機器を中心と

した概要です。

大型計機システム

中央処理装置として、今出川校地に日立製作

所のHITACシリーズM-680 160Eを、田辺校

地には同シリーズの上位機種であるM-880 160

を導入します。

また、固定ディスクなどの補助記憶装置とし

て、教育、特に大型計算機を使用した授業等で

の一人当たりのファイル量制限の緩和と、今後

とも増大する学術情報データ等に耐え得る容量

を確保します。

その他、プリンターやテープデッキなどの入

出力装置、両校地内あるいは学外を結ぷ通信制

御装置等の周辺機器を、利用動向や端末台数を

勘案して必要数を設置します。

オーユン利用室

以上の教室は、授業で使用していない時には

一般利用することができますが、これとは別に

今出川校地とともに田辺校地にも教室と同等の

機能を持ったオープン利用室を設置しますこ

こでは、情報処理関係の予習・復習や宿題など

自由に利用することができます。

情報処理研究端末室

本学教職員を対象とした、主に研究用の共同

施設です。両校地にワークステーションやパソ

コンなどの各種機器を設置する予定です。

情報処理技術の発展は急速に進み、マルチメ

ディア化が追求されるなか、機器やソフトウエ

アの機能もどのように変わるか、予測できない

状態です。ノート型をはじめとしたパソコンの

個人利用も増加し、これら情報処理機器がーつ

の文房具としてとらえられつつあります。学術

情報センターでは今後も斯界の動向を見きわめ

つつ、同志社大学の情報処理環境の整備につと

めたいと考えています。

島 13司



インターネツトとは

現在、工学部統合にともなって新

工学部棟を中心に情報通信基盤の整

備が進んでいますが、両校地を含ん

だ今後の学内ネットワーク基盤の整

備についても検討が進められようと

しています。これら「ローカル」な学

内のネットワークと、学外の各大学・

研究機関等や海外のネットワークを

結んだネットワーク間ネットワーク

のことをインターネットと呼びます。

従来から全国の大学間を結ぶ「学

術情報ネットワーク」が、国の学術

情報センターを中心に運用されてお
.

り、本学の大型計算機を経由して他

大学の大型計算機の利用や学術情報

データベース、電子メール等の利用 口
が可能となっています。しかし、イ

ンターネットによるデータ通信は大

型計算機間だけのものではなく、ネツトワーク

間相互、つまりそれらネットワークに接続され

たワークステーションやパソコン間の通信も可

能としています。

本学においても、昨年11月に京都地区のノー

ド局が置かれた京都大学と接続が完了し、現在

接続テストを行っていますが、12月からは暫定

的に運用を開始する運ぴとなりました。

インターネットを利用することにより、他の

外部ネットワーク(SINET、 WIDE、 JAIN、 TISN

等)およぴ海外のINTERNETなどに接続されてい

る大学・研究機関内のLANとの相互通信が可能

となります。

今インターネツトについてd

仇ノ/PE or

S //VE 7

ONV正儒N正V
①?

圃OVN値V

画,

利用者

1994年度より正式に運用を開始する予定です

が、当面の利用は本学教職員とします。

利用申請、その他詳細については情報システ

ム課へお問い合わせください。

^

-14司

今出川

画,
^

口

田辺

NCA5

専用回線

何ができるか

電子メール学内の利用者間はもちろんイン

ターネットで接続されている各大学・研究機関

などの、メールシステムを利用されている方と

の間での電子メールの交換が可能となります。

計算機の利用学内からパソコン等で他大学・

研究機関の計算機(大型計算機、 UNIX機等)を

利用することができます。この場合、相手機関

専用回線

口

の管理者から利用許可を受け、利用者IDを得てい

る必要があります。

つなぎ方

学内ネットワークか整備されるまでは当面、

本学学術情報センター計算機室設置の「ゲート

ウエイサーバJ へ電話回線を通じて接続し、ゲー

トウエイサーバを通じて、外部と通信する方法

とします。本年4月以降、このゲートウエイサー

バとLAN接続した情報処理研究端末室や新工学

部棟から直接通信することも可能となるように

計画しています。

なお、電話回線で接続する場合、パソコン以

外にモデムなどの通信機器と通信ソフトが必要

です。

＼

KUINS

社

同
志



近頃、 CDROMの利用が急増しています授業に関連しての利用もさることながら、好奇心から

使ってみるもの、レボートの資料収集の手掛かりとするものなど、その二ーズはさまざまです。

度使った人は、再度利用することが多いようです。VVINDOVV表示の使いやすさ、マウスの簡単な操

作などが、その人気のヒミツでしょう。利用の高いべストスリーは以下の通り

Social sciences index

Humanities index

リーガルベース全判例要旨

このほかにも、使いこなせぱこんなに便利という板(し寸ご=CDROMも、まだまだあります

以下が現在、センターが用意しているCDROMの種類です

,..

■

' i■

^^

Social sciences index.

社会科学分野の英文雑誌文献を中心とした記事・文献

索引。収録は1983年から。毎月更新

.
CD・R0ル1所歳ヅスト

Hurnanities index.

人文科学分野の英文雑誌文献を中心とした記事・文献

索引。収録は1984年から年4回更新

The New Grolier electronic encyclopedia.

英文の百科事典約3万項目、約1000万語。

The Bible library.

英文の聖書(8種)原典の音訳表示関連刊行物(20種)

Shakespeare.

シエイクスヒアの全作品を収録あらゆる単語、フレー

ズから検索できる

The oxford Enelish dictionary.2nd ed.(予定)

世界有数の英語辞書。50万語と140万の用例を収録本

巻全12巻と補巻6巻を統合。

リーガルベース全判例要旨

最高裁発足後の全審級、全分野の代表的判例の要旨

大審院時代の主要判例も入っている。人名、事件名、

キーワード等22項目から検索できる。年2回更新。

ゆ巧 4

(*)は近日提供予定

電子広辞苑(第4版)

見出し語のみならず説明文中の言葉からも検索可さ

し絵、色彩見本、鳥の鳴き声等も視聴できる

NHKできことCD・ROM

「NHK放送データベース」をもとにした戦後の主な rで

きごと」(政治、経済、事件等)についての記録や年表

写真、実況録音も収録されている

岩波電子日本総合年表

「近代日本総合年表第3版」 U991)と「日本文化総

合年表」(1990)をひとつにまとめたもの

世界大百科事典

平凡社の同名事典のCDROM版図や表も収録

CD、MAGAZINE (*)

日本の一般誌、経済誌等約1300種類の雑誌をカバーし

た雑誌記事索引。キーワードや執筆者等から検索でき

る。収録は1981年から1992年まで今後も2年毎に継

続版が刊行される予定。

世界美術事典(*)

「新潮世界美術事典」のCDROM版。見出語、キーワー

ドからの検索に加え、美術の各分野等を示すアイコン

や時代区分毎の地図を使って多様な検索ができるグラ

フィック検索も用意されている

壷一盟



延長

本年4月より、開講期間のラーネッド記念図書館開館時間を下記のように延長します。

月曜日~金曜日 9時~19時

ただし、試験期間・休講期間を除きます。土曜日 9時~巧時は変らず。

また、今後、上記以外の開館時間変更がある場合は、掲示等でお知らせします。

DOORSデータベース遡及入力状況

DOORSで検索できる図書は1982年度以降受入については100%ですが、1964年度一1981年度受入

については、和書92%、洋書80%遡及入力が進んでいます。図書の検索をするとき、オンライン検

索でヒツトしない場合、カード目録(新・旧)も見てください。

13 14 巧 16 17 18 19 2021 22 23 2425 26 2728
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